
《防災行政無線・戸別受信機の設置について》
転勤や進学などで住所異動が多い時期です。戸別受信機の届出も忘れずに。

問防災安全課（あ２２―８１６２／い２２―１０８７）

旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

① 

転
入
、
転
出
お
よ
び
転

居
で
の
取
扱
い

　

戸
別
受
信
機
は
、
倉
吉
市
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
世
帯
主

な
ど
に
無
償
貸
与
し
て
い
ま

す
。市
外
へ
転
出
す
る
場
合
は
、

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
旧
居
住

地
に
置
い
た
ま
ま
、
転
出
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
か
ら
の
防
災
行
政

放
送
は
、
自
治
公
民
館
ご
と
に

流
す
よ
う
設
定
し
て
い
ま
す
。

自
治
公
民
館
を
越
え
て
転
居
す

る
場
合
は
、
戸
別
受
信
機
の
設

定
変
更
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

転
出
、
転
居
の
場
合
は
、
い

ず
れ
も
、
防
災
安
全
課
へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、転
出

の
際
、
市
民
課
窓
口
に
届
け
出

る
と
き
、
戸
別
受
信
機
を
窓
口

に
返
却
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

転
入
の
場
合
は
、
市
民
課
に

転
入
届
を
す
る
際
、
設
置
の
申

し
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。後
日
、

業
者
が
連
絡
の
上
、
設
置
し
ま

す
。
ま
た
は
、
防
災
安
全
課
へ

の
申
し
出
も
受
け
付
け
ま
す
。

② 

戸
別
受
信
機
の
設
置
に

つ
い
て

　

戸
別
受
信
機
は
、
平
成
25
年

度
以
降
も
、
住
民
登
録
を
し
て

い
る
世
帯
主
へ
、
無
償
で
１
台

貸
与
し
ま
す
。

　

結
婚
に
よ
り
新
居
を
持
っ
た

と
き
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー

ト
で
独
り
暮
ら
し
を
始
め
た
と

き
な
ど
は
、
戸
別
受
信
機
の
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

戸
別
受
信
機
は
、
充
電
式
電

池
を
内
蔵
し
て
お
り
、
停
電
時

で
も
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
災
害
時
な
ど
に
情
報
を

入
手
す
る
一
つ
の
手
段
と
な
り

ま
す
。

③ 

戸
別
受
信
機
の
故
障
や

破
損
つ
い
て

　

初
期
不
良
や
自
然
災
害（
落

雷
）な
ど
で
破
損
し
た
場
合
は
、

市
が
無
償
で
修
理
や
交
換
を
行

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
故
意
に
破
損
さ
せ

た
場
合
な
ど
は
、
修
理
代
の
請

求
や
新
規
購
入
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
取
り
扱
い

は
丁
寧
に
お
願
い
し
ま
す
。

④ 

防
災
行
政
無
線
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

４
月
以
降
、
戸
別
受
信
機
の

設
置
お
よ
び
故
障
・
修
理
、
住

所
変
更
な
ど
の
対
応
は
、
市
が

委
託
す
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
行
い
ま
す
。
ま
た
、
戸
別
受

信
機
の
有
償
購
入
希
望
者
へ
の

販
売
も
行
い
ま
す
。

　

受
託
業
者
が
決
定
次
第
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
行
政
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑤ 

屋
外
放
送（
屋
外
拡
声

子
局
）と
屋
内
放
送（
戸

別
受
信
機
）

　

原
則
、
屋
内
と
屋
外
の
防
災

行
政
放
送
は
、
同
じ
内
容
を
流

し
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
放
送
は
、

①
屋
内
放
送（
戸
別
受
信
機
）

②
屋
外
放
送（
屋
外
拡
声
子
局
）

の
順
番
で
流
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
緊
急
を
要
す
る
放

送（
非
常
事
態
放
送
、
緊
急
放

送
）
は
、
一
斉
に
流
れ
ま
す
。

ま
た
、
次
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
み
の
放
送
と
な
り
ま
す
。

【
屋
外
の
み
の
放
送
】

・ 

火
災
発
生
放
送（
一
部
地
区
対

応
。
希
望
に
よ
り
、
屋
内
に
も
流

し
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
）

・ 

正
午
、
午
後
６
時
の
定
時
放

送（
音
楽
放
送
）

【
屋
内
の
み
の
放
送
】

・ 

地
区
公
民
館
や
小
学
校
か
ら

の
連
絡
放
送

・ 

自
治
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
放
送

⑥ 

戸
別
受
信
機
で
の
自
治

公
民
館
な
ど
の
放
送

　

戸
別
受
信
機
を
利
用
し
て

（
た
だ
し
、
屋
内
の
み
）、
地
区

公
民
館
、小
学
校
か
ら
の
連
絡
、

自
治
公
民
館
放
送
な
ど
が
で
き

ま
す
。
専
用
の
自
治
放
送
器
や

固
定
電
話
・
携
帯
電
話
を
利
用

し
て
、
放
送
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
す
で
に
、
約
40
の
自
治

公
民
館
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
時
の
停
電
で
も
、
電
話

回
線
が
使
用
で
き
れ
ば
、
放
送

が
可
能
で
す
。
自
治
公
民
館
で

相
談
の
上
、
利
用
を
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
実
際
に
市

役
所
で
体
験
も
で
き
ま
す
。【防災行政無線・

戸別受信機】

縦：１５．２㎝
横：１８．２㎝
厚さ：４．９㎝
重さ：４５０ｇ

2013.3（10）



《みんなで公共交通を利用しましょう！》
市民の基本的な生活と社会参加の機会を確保する公共交通の維持をみんなで考えましょう。

問総合政策課（あ２２―８１６１／い２２―８１４４）
　

自
動
車
社
会
の
進
展
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
り
、
バ
ス
・
タ

ク
シ
ー
・
鉄
道
と
い
っ
た
公
共
交
通
の
利
用
者
は
年
々
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
推
移
す
る
と
、
そ
の
存
続
は
、
危
う
い
状
況
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
維
持
は
、
自
ら
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
、
市
民
一
人
一
人
が
理
解
し
、
利
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

名　称 対象者・有効期限・価格 使用範囲 問い合わせ先 購入時に必要なもの

高
齢
者
向
け

グランド７０

７０歳以上
●６か月…２５，０００円

県内路線バス
（※一部除く）

共通
日ノ丸自動車

日 本 交 通

日ノ丸自動車（株）

倉吉営業所

あ２６―４１１１

日本交通（株）

倉吉営業所

あ２６―１１１５ ● 年齢証明できるもの（保

険証・運転免許証など）

●顔写真

　（縦２７㎜×横２１㎜）
架け橋

７０歳以上
●６か月…２０，０００円

県内路線バス
（※一部除く）

日ノ丸自動車 のみ

日ノ丸自動車（株）

倉吉営業所

あ２６―４１１１

シルバー悠遊

６５歳以上
※ 有効期限内に、６５歳の誕生日を

迎える人も対象

●３か月…１０，０００円
●６か月…１７，０００円
●１年間…３０，０００円

県内路線バス
（※一部除く）

のみ日 本 交 通

日本交通（株）

倉吉営業所

あ２６―１１１５

学
生
向
け

ステップ

高等学校、専門学校、専修学

校に在学中の人

●有効期限

１か月、３か月、６か月
●価格： 通常定期券額の

４４．４％を割引

県内路線バスの申込

契約区間
（※一部除く）

日ノ丸自動車 のみ

※ 通常日ノ丸定期券と同

様の扱いです。

日ノ丸自動車（株）

倉吉営業所

あ２６―４１１１

● 通学証明書、または学

生証明書

【お得で便利な、路線バス定期券商品】
※注意事項： 鳥取市循環バス、米子市循環バス、高速バスの各路線、ループ麒麟

獅子、ソウル便連絡バス、そのほか臨時バスなどには使用できません。

移
動
の
公
平
性
確
保

　

公
共
交
通
は
、
自
家
用
車
な
ど
を
運

転
で
き
な
い
高
齢
者
や
児
童
・
生
徒
な

ど
に
と
っ
て
不
可
欠
な
移
動
手
段
で

す
。
ま
た
、
普
段
は
、
自
家
用
車
で
移

動
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
も
、
代
替
の

交
通
手
段
と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
将
来
、
高
齢
に
な
り
、
自

家
用
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
公
共
交
通
を
確
保
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

交
通
事
故
防
止
や
健
康
維
持

　

近
年
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
自
動

車
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者

が
自
家
用
車
の
運
転
を
や
め
、
公
共
交

通
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
事
故

が
減
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
家
用
車
の
代
わ
り
に
鉄
道

や
バ
ス
を
利
用
し
て
移
動
す
る
と
、
消

費
カ
ロ
リ
ー
が
２
倍
以
上
に
な
る
と
い

う
試
算
も
あ
る
な
ど
、
公
共
交
通
が
健

康
維
持
に
も
良
い
効
果
を
持
つ
と
い
う

利
点
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
流
促
進
な
ど
、
地
域
の
経
済

を
活
性
化
す
る
基
盤

　

公
共
交
通
は
、
地
域
内
の
住
民
の
移

動
手
段
、
ま
た
、
観
光
客
な
ど
来
訪
者

の
移
動
手
段
と
し
て
、
地
域
の
経
済
を

支
え
る
基
盤
と
な
り
ま
す
。

　

活
気
の
あ
る
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域

づ
く
り
の
た
め
に
も
公
共
交
通
を
維
持

確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

環
境
保
全

　

１
人
を
輸
送
す
る
場
合
の
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
は
、
自
家
用
車
と
比
べ
て
、
バ
ス

は
約
１
／
３
、
鉄
道
は
約
１
／
10
と
な

り
ま
す
。
公
共
交
通
は
、
環
境
に
も
負

担
の
小
さ
い
移
動
手
段
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
は
、
自

家
用
車
か
ら
公
共
交
通
へ
利
用
転
換
を

図
る
こ
と
が
有
効
だ
と
い
え
ま
す
。

※上記以外にも、通勤・通学に係る定期券を、日本交通・日ノ丸自動車の両バス事業者が発行しています。
（11）平成 25.3
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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

《河北中学校が移転します》
４月から新しい学舎に移ります。　

問教育総務課（あ２２―８１６５／い２２―１６３８）

　伝統工芸である倉吉絣の染めから織りまでの技

術を１年間かけて学びます。３月には、修了作品

展を開催します。

講習期間：４月～平成２６年３月（毎週火・木曜日）

講　師：吉田 公之介（本学絣美術館館長）

定　員：１０人

問鳥取短期大学総務課（あ２６―１８１１）

【絣
かすり

研究室】
平成２５年度

研究生募集！

　

高
校
新
２
年
生
、
３
年
生
を
対

象
と
し
た〝
春
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
〞を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
と
り
た
ん
の
学
生
が
案
内
を

す
る「
学
科
体
験
ツ
ア
ー
」、
と
り

た
ん
に
つ
い
て
の
難
問
・
珍
問
を

出
題
す
る「
と
り
た
ん
○
×
ク
イ

ズ
」
な
ど
楽
し
い
企
画
が
盛
り
だ

く
さ
ん
！

　

一
足
早
く
、
と
り
た
ん
で
キ
ャ

ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

社
会
人
、
保
護
者
も
大
歓
迎
！

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

【
と　

き
】３
月
24
日（
日
）午
前
11

時
〜
午
後
３
時
30
分（
受
付

：

午

前
10
時
15
分
〜
）

【
と
こ
ろ
】鳥
取
短
期
大
学

【
内　

容
】

◎
学
科
体
験
ツ
ア
ー

◎
と
り
た
ん
○
×
ク
イ
ズ

◎
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー

◎
保
護
者
対
象
説
明
会　

な
ど

※
昼
食
バ
イ
キ
ン
グ（
無
料
）

※
無
料
送
迎
バ
ス

 

▼ 

倉
吉
駅
５
番
バ
ス
の
り
ば
発

：

午

前
10
時
25
分
、
10
時
45
分

 

▼ 

短
大
発

：

午
後
３
時
40
分
、
３
時

55
分

問
鳥
取
短
期
大
学
入
試
広
報
課（
あ

２
６
―

９
１
７
１
）

▲ 昨年３月に開催した「とりたん春の
オープンキャンパス」

▲ オープンキャンパスの申し込みは、

このＱＲコードからできます！

と
り
た
ん 　
　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
！

春
の
春
の

　

市
立
河
北
中
学
校
は
、
４
月
か
ら

旧
倉
吉
産
業
高
等
学
校
の
跡
地
へ
移

転
開
校
し
ま
す
。

【
移
転
後
の
連
絡
先
】

住　

所

〒
６
８
２
―

０
０
２
１

倉
吉
市
上
井
４
３
０
番
地

あ
２
６
―

１
３
４
１
／
い
２
６
―

６
９
２
２

（
電
話
番
号
お
よ
び
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

は
変
わ
り
ま
せ
ん
）

▲ 移転準備が急ピッチで進む

新河北中学校
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《春季全国火災予防運動》
実施期間：３月１日（金）～７日（木）の７日間

問防災安全課（あ２２―８１６２／い２２―１０８７）

平
成
24
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

消
す
ま
で
は

出
な
い
行
か
な
い

離
れ
な
い

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を

迎
え
、
全
国
一
斉
に
春
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
は
、
大
切
な
財
産
を
一
瞬

で
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
火
災
予

防
を
も
う
一
度
確
認
し
合
い
、
み

ん
な
で
倉
吉
を
火
災
の
な
い「
安

心
・
安
全
な
ま
ち
」に
し
ま
し
ょ
う
。

【
防
火
パ
レ
ー
ド
】

と　

き

：

３
月
１
日（
金
）

と
こ
ろ

：

倉
吉
市
内
全
域

参
加
団
体

：

倉
吉
消
防
署
・
西

倉
吉
消
防
署
・
倉
吉
市
消
防
団

ガスコンロなどのそばを離れるとき
は、必ず火を消す。

ストーブは、燃えやすいものから離
れた位置で使用する。

寝たばこは、絶対にやめる。

【３つの習慣】

逃げ遅れを防ぐために、住宅用火
災警報器を設置する。

火災を小さいうちに消すために、住
宅用消火器などを設置する。

お年寄りや身体の不自由な人を守る
ために、隣近所の協力体制をつくる。

寝具、衣類、およびカーテンからの火
災を防ぐために、防炎品を使用する。

【４つの対策】

命
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市税は
納期限内に
納付しましょう！

ストップ！滞納

ストップ！滞納

問税務課債権回収室（あ２２―８１１３／い２２―１０８７）

納期限を過ぎると…

催告書が届く場合があります。

督促状が届きます。
　法律に基づき、督促状を送付します。

督促手数料（８０円）が加算されます。

延滞金が加算されます。
　納期限から納付の日までの日数に応

じて、法律に基づいて計算します。

滞納処分が執行される場合

があります。
　財産（給料、預貯金、生命保険、不動産

など）を差し押さえ、お金に換えて滞
納となっている市税に充当します。

それでも納付がないと…

　市税は、福祉・教育・

土木事業などの行政

サービスを行うため

の大切な財源です。

　納期限までに納付

がないと、督促状や

催告書が送付され、

督促手数料や延滞金

がかかります。

【納税相談】
納付についてのご相談はお早めに。

▲納付は計画的に。

～防ごう犯罪・つくろう安心なまち～ 

後を絶たない振り込め詐欺

こんな言葉にだまされないで！
● 息子を名乗り、「風邪をひいて声が変わった」、「携帯電話が変

わった」、「不倫相手が妊娠し慰謝料がいる」、「株で失敗してお

金がいる」

→ 家族と普段から連絡を取り合い、合い言葉を決めてお
きましょう。

● 役所の職員を名乗り、「医療費の還付があるので社会保険事務

所に電話してください」。教えられた電話番号に電話すると、

「医療費の還付金は今日までです。すぐに近くのＡＴＭに行っ

てください」

→ 県、市町村などの公共機関が、ＡＴＭでお金を還付す
ることはありません。 

● 「○○会社から封筒が届いていませんか。この会社の社債は、

必ずもうかりますので、購入しませんか。当社が３倍で買い

取ります」、「株式上場が間近で、値上がりが確実な株を購入

しませんか」

→ 未公開株、社債、外国通貨などの投資勧誘を口実とし
た詐欺にご注意を！

◎ はっきりしない請求は、振り込む前に相談を！

問倉吉警察署（あ２６―７１１０）

（13）平成 25.3


